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 要  旨
 
　近年，動作認識に関する研究が盛んに行われているが，あらかじめ用意しておいた動
作モデルと，カメラから得られる未知の入力データの動作を比較することによって，ど
の程度認識できるかに焦点を当てている物が多い．しかし，実際のシステムでは，どの
ような動作が出現するかは必ずしも既知でない．そのため，一般的な環境下で，これら
の手法を用いて詳細に動作を認識するためには，個人差や環境に合わせて多数の動作モ
デルを用意しておく必要があるために，記憶容量や計算コストが大きくなるといった問
題点がある．
　動作を学習するアプローチとして，入力データからオフラインとオンラインで学習す
る手段が考えられる．オフラインでの動作学習とは，あらかじめ学習期間を設定し，そ
の期間に入力されたデータから動作モデルを獲得し，学習期間終了後は，獲得した動作
モデルを使用して動作認識を行う．学習データ全体を見渡せるので，ノイズ部分や動作
の切れ目の部分の検出が比較的容易である．しかし，入力のパターンが変更されると，
学習のやり直しが必要であり，長い時間間隔で行動パターンを学習をしたいときでは，
学習に必要なデータ量が膨大になる点などといった問題点がある．一方，オンラインで
の動作学習とは，学習期間を設定せず，入力データから動作モデル獲得と動作認識を同
時に進める．そのため，オフラインでの動作学習で生じた問題点は存在しないが，リア
ルタイムで処理を行うため，ある動作が「どこから始まってどこで終わるのか」といっ
た動作の切れ目の検出が難しい点が挙げられる．
　本研究では，室内での動作の監視モニタリングなどのアプリケーションを想定して，
オンラインで動作学習を行うアプローチを取る．投票機構という時間軸方向にロバスト
であり，ハッシュテーブル利用による高速性(リアルタイム処理に向く)動作認識手法に
注目し，これを用いて，入力データから動作モデルを自動獲得し，そのモデルを利用し
て認識まで行う機構について提案する．既登録動作と入力データとの投票値が低い場合
には既登録動作モデルに無いと捉えることで，オンラインで動作モデルを自動獲得する．
　またシルエット画像から対象オブジェクトに依存しない特徴量を抽出することで，多
様な動画像にも適用できる汎用性の高いシステムを提案する．
　これらのことを人間の動作と魚のアニメーションの2種類の動画像を用いて実験を行い，
効果について検証した．
 
